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手
話
は
大
切
な
言
語

　
皆
さ
ん
は
「
手
話
」
に
つ
い
て
、
ど
れ

く
ら
い
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　「
手
話
」
と
は
、
手
指
や
体
の
動
き
、

顔
の
表
情
な
ど
を
使
っ
て
独
自
の
語
彙

や
文
法
体
系
を
も
っ
て
視
覚
的
に
表
現

す
る
言
語
で
あ
り
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
人
が
必
要
な
情
報
の
獲
得
と
自
ら
の

意
思
を
示
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
大
切
な
手
段
の
一
つ
で
す
。

　
多
く
の
人
た
ち
が
音
声
を
使
っ
て
他

者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

と
同
じ
よ
う
に
、
ろ
う
者
（
聴
覚
に
障
が

い
の
あ
る
人
の
う
ち
手
話
を
使
っ
て
日
常

生
活
を
送
る
人
）
に
と
っ
て
手
話
は
欠
か

す
こ
と
の
出
来
な
い
【
言
語
】
で
す
。

条
例
が
必
要
な
理
由

　
平
成
18
年
、
国
連
総
会
で
「
障
害
者

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
に
お
い
て
「
言

語
と
は
音
声
言
語
及
び
手
話
そ
の
他
の

形
態
の
非
音
声
言
語
を
い
う
」
と
定
め

ら
れ
、
手
話
は
国
際
的
に
も
言
語
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ろ
う
者

に
と
っ
て
不
安
や
不
便
さ
を
感
じ
ず
に

手
話
を
使
え
る
環
境
は
ま
だ
ま
だ
整
っ

て
い
ま
せ
ん
。
手
話
を
必
要
と
さ
れ
る
全

て
の
方
の
社
会
参
加
の
促
進
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

聴覚障がい者の方々は
普段こんなことで困っています

●周りから「聞こえ」が不自由であることに気づかれにくく、無視してい
　ると誤解されることがあります。

●音声によって周囲の状況判断ができず、困っていても周りの人に気付い
　てもらえません。銀行や病院、店内での放送や呼び出しに気付くことが
　できません。

河合町聴覚障害者協会会長 
上野 さん

こ
れ
は
手
話
で

「
河
合
」
を
表
し
ま
す

　「
念
願
の
手
話
条
例
が
で
き
て
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」と
話
す
上
野
さ
ん
は
、

幼
い
頃
に
病
気
で
全
ろ
う
と
な
っ
て
以

来
、
手
話
で
の
生
活
を
送
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。「
お
店
で
注
文
す
る
だ
け
で
も
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
一
苦
労
で
す
。
注
文

す
る
際
の
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
そ
の
お
店
に

関
す
る
こ
と
だ
け
で
も
手
話
で
会
話
が

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」

と
、
普
段
の
生
活
で
不
便
さ
を
感
じ
る
こ

と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
い
と
い

う
以
外
に
も
、
聴
覚
障
が
い
者
に
と
っ
て

日
常
生
活
で
困
る
場
面
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
今
回
の
条
例
制
定
を
き
っ
か
け

町の取り組み

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　
ま
ず
は
「
知
る
こ
と
」
か
ら
始
め
て
く

だ
さ
い
。
聴
覚
障
が
い
は
、
全
く
聞
こ
え

な
い
方
ば
か
り
で
は
な
く
補
聴
器
を
つ

け
れ
ば
聞
こ
え
る
方
、
生
ま
れ
つ
き
耳
の

聞
こ
え
な
い
方
、
途
中
で
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
見
か
け

で
は
わ
か
ら
な
い
た
め｢

声
を
か
け
た
の

に
無
視
を
し
て
い
る｣

と
誤
解
を
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
の
構
内
や

電
車
・
バ
ス
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え
な

い
た
め
遅
延
情
報
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

り
、
避
難
を
促
す
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
警
報
、

ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
に
気
付
く
こ
と
が
困

難
で
、
危
険
な
目
に
あ
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
に
は
手
話

以
外
に
も
筆
談
、
口
話
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
他
者
と
の
意
思
疎
通
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
、
町
で
は
、
引
き
続
き
配
慮
・

工
夫
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
聴
覚
障
が
い
に
限
ら
ず
、
障
が
い
に
は

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方
に
は
積
極
的
に
声
を

か
け
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　病院受診や講演会などで手話通訳者の配置がなく、
コミュニケーションを取る必要がある場合は、手話通
訳者の派遣を利用できますので、役場に申請（ＦＡＸ
等）してください。

●問い合わせ　社会福祉課　☎内線１７６

手話通訳者派遣事業
　役場での行政手続きや日常生活の相談がスムーズに
行えるよう、毎週火曜日の午後に手話通訳者を１階窓
口に配置しています。

手話通訳者窓口設置事業

手話奉仕員養成講座

　手話を習得し、聴覚障がい者の良き理解者として手
話奉仕員を養成するための講座です。初心者対象の入
門課程と、経験者対象の基礎課程があります。

要約筆記者派遣事業

　手話が分からない聴覚障がい者の方や中途失聴者・
難聴者のために要約筆記者を派遣しております。

河合町手話言語条例を制定しました河合町手話言語条例を制定しました
　町では手話が言語であるとの認識に基づき、障がいの有無にかかわらず
誰もが互いを尊重し支え合える社会を願って「河合町手話言語条例」を、
9月 25日に制定しました。

この手話は
「Ｉ ｌｏｖｅ ｙｏｕ」
世界共通の手話です

河合町手話言語条例抜粋

目的
第１条　この条例は、手話が言語であるとの認識に基
づき、手話の理解促進及び手話の普及に関して基本的
事項を定め、障がいの有無にかかわらず全ての町民が
共生できる地域社会を実現することを目的とする。

基本理念
第２条　手話への理解の促進及び普及は、手話が独自
の言語体系及び歴史的背景を持つ文化的所産であるこ
とを理解し、手話を必要とする人が手話という言語に
より意思疎通を円滑に図る権利を有するという基本的
な認識の下に行われなければならない。 ※

三
本
の
指
を
立
て
川
を
表
し
、
　

　両
肩
付
近
か
ら
胸
の
辺
り
に
ス

　ラ
イ
ド
。
二
本
の
川
が
交
わ
る

　河
合
町
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
手
話

　で
す
。

に
手
話
が
広
ま
り
、
聴
覚
障
が
い
者
の
方
々
が

も
っ
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
ま
す
。
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子育て世代包括支援センター
１０月より、子育てに関するさまざまな相談にお応えする相談窓口を
子育て支援課内に開設しました。保育士や保健師、社会福祉士などの
専門職員が、皆さまをサポートします。

●近くに相談相手が
　いない

●保育園、こども園の
　相談がしたい

●外に出る
　きっかけがほしい

こんな悩みはありませんか？

●気持ちに余裕がなく
　イライラしてしまう

子育て中は、いろいろな悩みごとや不安
があります。皆さまに楽しく子育てして
もらえるよう、さまざまな相談に応じ、
アドバイスや支援をします。電話や窓口
相談、訪問相談も可能です。
お子さまのこと、ご自身のこと、ご家庭
のことなど、お気軽にご相談ください！

子育ての相談窓口 子育ての情報提供

お子さまとの遊び方やつどい
の広場など、子育てに関する
役立つ情報を提供します。

地域や関係機関との連携 取り組み

地域や子育て支援施設などの関係
機関と情報共有し、保健センター
などと連携しながらサポートを
行っていきます。

新型コロナウィルス感染症支援対策の一環で、４月
１日以降に産まれたお子さまへ、オムツ・衛生用品、
ボランティアさんの手作りマスクをプレゼント。

●問い合わせ　子育て世代包括支援センター　☎内線１９７
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行政相談委員へ感謝状の贈呈

「山坊弥生会」全国老人クラブ連合会表彰活動賞　受賞

　行政相談委員の牧野慶子さん(彩りの杜)に、業務
の遂行にご尽力いただいていることへ感謝の意を
表して、近畿管区行政評価局地域総括評価官から
感謝状の贈呈がありました。

　河合町老人クラブ連合会は、日々魅力ある活動
を展開しており、「山坊弥生会」が全国老人クラブ連
合会表彰活動賞を受賞しました。
　弥生会の活動のひとつに「まちライブラリー」があ
ります。これは、町の中のカフェやシェアオフィ
ス、お寺、病院などに本棚を設置し、そこにメッ
セージを付けた本を持ち寄り交換しながらコミュ
ニティを作っていこうという活動で、豆山の郷に
もこの本棚があります。
　この活動に関わる有志一同は｢楽しみながら経験
と知識を活かすことができ、自然と幅広い世代の
人たちと積極的につながっていける場所として充

実させていきたい｣という思いで活動されていま
す。

森森ファームで育てたさつまいもで「焼き芋パーティー」
　４歳児と５歳児の子どもたちが、森森ファーム
で芋掘りを楽しみ、掘ってきたさつまいもで「焼き
芋パーティー」をしました。
　４歳児が洗ったさつまいもを５歳児が新聞紙で

巻きアルミホイルで包み、先生が火の中へ。自分
たちの手で芋を掘り、自分たちで準備をした焼き
芋の味は最高でした！乳児クラスの園児は、給食
の「豚汁」の中にさつまいもを入れて食べました。
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　令和元年度の一般会計決算額は、歳入総額
73億8,995万円、歳出総額73億7,042万円
で、差引1,953万円の黒字となりました。さ
らに、翌年度へ繰り越す財源の9.9万円を差
し引いた実質的な黒字額は、1,943万円とな
りました。

歳入
73億8,995万円

町税
20億7,481万円
（1.1%）

町債
13億6,137万円
（▲2.7%） 地方交付税

19億6,642万円
（4.9%）

国庫支出金
7億5,015万円
（26.8%）

県支出金
4億255万円
（9.4%）

その他
5億7,047万円

県支出金
4億255万円
（9.4%）

地方消費税交付金
2億6,418万円
（▲5.0%）

その他
5億7,047万円 令和 元 年度

決算
民生費

28億814万円
（12.1%）

公債費
10億8,927万円
（▲1.7%）

教育費
9億8,585万円
（49.5%）

衛生費
6億6,071万円
（3.1%）

土木費
4億9,774万円
（▲19.0%）

衛生費
6億6,071万円
（3.1%）

土木費
4億9,774万円
（▲19.0%）

総務費
9億1,951万円
（▲16.2%）

消防費
2億5,422万円
（1.0%）

その他
1億5,498万円

歳出
73億7,042万円

主な歳入の内容
▶町税
　個人町民税	 9億9,537万円
　法人町民税	 1億4,075万円
　固定資産税	 8億1,725万円
▶地方交付税
　町の財力に応じて国から交付される資金
▶町債
　道路や庁舎・認定こども園・学校等の施設整備のための借入、
　臨時財政対策債など

区　分 歳入額 歳出額 差引額
国民健康保険事業 20億9,713万円 20億8,214万円 1,499万円
住宅新築資金等貸付事業 390万円 366万円 24万円
下水道事業 6億7,071万円 6億7,071万円 0万円
水洗便所改造資金貸付事業 200万円 0万円 200万円
介護保険事業（保険事業勘定） 18億1,371万円 17億5,271万円 6,100万円
後期高齢者医療制度事業 3億7,335万円 3億7,216万円 119万円

水道事業 歳入額 歳出額 差引額
収益的収入・支出 5億3,953万円 4億7,550万円 6,403万円
資本的収入・支出 1億5,200万円 1億9,449万円 △4,249万円

※(	)内は対前年度増減率※(	)内は対前年度増減率

　令和元年度では、子育て環境の充実を図る
ため、かがやきの森こども園を整備し、令和
2年4月に開園しました。また、小・中学校の
各教室へのエアコン設置や小学校再編など、
教育環境の改善にも力を入れてきました。
　町財政は非常に厳しい状況にありました
が、健全化に努めてきたことで、一般会計は
1,943万円の黒字決算となりました。

　今後も、健全化と河合愛AI構
想の成果などによる歳出削減や
歳入増収に取り組み、町財政の
改善に努めてまいります。

河合町長　清		原		和		人

特 別 会 計

企 業 会 計

一般会計から独立した７つの事業で、保険料や公共料金でまかなっている会計

独立採算で運営を行う企業会計で、皆さまが支払った水道料金からまかなっている会計

一 般 会 計

費目 用語解説 町民一人
あたり＊

民生費 子ども・高齢者の福祉や医
療費の助成などの経費 160,136

公債費 町の地方債(借入金)の元金・
利子の返済に発生する経費 62,116

教育費
学校教育やスポーツ、生涯
学習などの社会教育に使う
経費

56,219

総務費 職員の人事管理や広報、徴
税などの経費 52,436

衛生費 各種検診・健康づくりのほ
か、ごみ処理などの経費 37,677

土木費 都市計画、道路・橋梁・河
川・公園の整備などの経費 28,384

消防費 水防・消防・防災事業などの
経費 14,497

その他 町議会運営などの経費 8,837

合　　計 420,302

＊令和2年3月末現在の人口(17,536人)をもとに算出しています。

（単位：円）
主な事業の内容

学校空調整備事業(H30年度より繰越)
2億6,273万円

小学校再編事業(H30~R2のうち)
2億1,586万円

かがやきの森こども園整備事業費
（H30~R2のうち）　　　6億6,962万円

費目 決算額 割合
(％ )

人件費 14億2,625万円 19.4

普通建設
事業費 14億　731万円 19.1

公債費 10億8,927万円 14.8

繰出金 9億5,622万円 13.0

扶助費 9億5,531万円 13.0

物件費 8億5,127万円 11.5

補助費等 6億6,568万円 9.0

その他 1,911万円 0.2

歳出用語と町民一人あたり支出額

性質別決算の内訳
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指標名 用語解説 町の比率 早期健全化
基準

財政再生
基準

実質赤字比率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字額なし 15.0％ 20.0%

連結実質赤字比率 一般会計のほか、特別・企業会計も含め
た全会計の赤字の割合 赤字額なし 20.0％ 30.0%

実質公債費比率 標準的な収入に対する借金返済額の割合 20.8％
(21.1％ ) 25.0％ 35.0％

将来負担比率 標準的な収入に対する将来に負担が見込
まれる負債（借金）の割合

225.3％
(209.1％ ) 350.0％ ―

資金不足比率
( 水道・下水道事業 )

公営企業会計の事業規模に対する資金不
足額の割合 資金不足額なし 20.0％ ―

指標名 用語解説 令和元年度比率 平成30年度比率

経常収支比率 人件費や公債費など、どうしても必要な支出
が収入のどの程度を占めているかを示す比率 102.2% 103.4％

※(　)内は前年度数値

令和元年度決算をもとに健全化判断比率を算定した結果、下表のとおりとなりました。

項　目 計画
予定額 効果額※ 計画

達成率

1 町税収入等自主財源の確保 78 43 55％

2 事務事業の見直し 16 22 138％

3 人件費の抑制 30 29 97％

4 経費の節減合理化等財政の健全化

5 公共施設の管理運営 38 14 37％

6 健全化に向けたその他の取り組み 2 2 100％

合　　　　計 164 110 67％

　町では、平成29年度に「河合町財政
健全化計画」を改訂し、令和３年度ま
での５年間を「緊急対策期間」として
財政の健全化に向けた取り組みを集
中的に実施しています。令和元年度
の実績については、右表のとおりと
なりました。未達成の項目は、今後
も達成に向け取り組んでまいります。

　町では、令和元年度に長期的な視野に立った歳出の平準化を図るため、一部地方債の償還を３年間延伸する条件
変更※を行いました。これにより、一時的に実質公債費比率や経常収支比率等に改善が見られますが、３年後の償
還再開に向け、引き続き無駄を省く徹底した財政運営に努めてまいります。
（※条件変更未実施の場合：実質公債費比率21.2％、将来負担比率224.2％、経常収支比率103.1％）

※効果額には、「河合町財政健全化計画」で予定していた健全化策以外の効果額も含みます。
　表示単位未満を四捨五入しているため、合計額等で一致しない場合があります。
　詳細については、ホームページ上に掲載しています。

（単位：百万円）

健全化判断比率等をお知らせします

いずれの指標も基準値に該当する状況に至っていません。

財政健全化計画令和元年度



2020 年 11 月号  広報かわい9

会　計　名 現計予算額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険特別会計 2,171,000 936,677 43.1％ 749,868 34.5％

住宅新築資金等貸付事業特別会計 3,134 1,493 47.6% 1,815 57.9%

下水道事業特別会計 726,000 62,018 8.5% 290,199 40.0％

水洗便所改造資金貸付事業特別会計 3,600 2,100 58.3% 0 0.0％

介護保険特別会計（保険事業勘定）2,018,748 765,428 37.9％ 758,603 37.6％

後期高齢者医療制度特別会計 397,197 149,509 37.6％ 142,533 35.9％

合　計 5,319,679 1,917,225 36.0％ 1,943,018 36.5％

基金の名称 目　的 ９月末日
現在高

減債基金 町債の償還財源の確
保、負担の平準化 450

財政調整基金 財源の調整 41,207
小中学校ボラン
ティア推進基金

児童生徒のボランテ
ィア活動の推進 607

公共下水道建設
基金 下水道の整備 1,021

水洗便所改造
資金貸付基金

水洗便所改造資金の
貸付 2,900

公共施設整備
基金 公共施設の整備 818

ふるさと創生
基金

独創的、個性的な地
域づくり　 587

地域振興基金
地域の福祉活動の促
進、快適な生活環境
の形成

2,514

国民健康保険
財政調整基金

国民健康保険事業の
財政運営の安定化 391,232

介護給付費準備
基金

介護保険事業の財政
運営の安定化 211,652

新型コロナウイ
ルス感染症対策
基金

感染拡大防止、生活、
地域経済への対策 2,700

合　　　計 655,688

会　計　名 平成30年度末
残高Ａ

令和元年度
借入額Ｂ

令和元年度
返済金Ｃ

令和元年度末残高
(Ａ＋Ｂ－Ｃ)

一　般　会　計 12,752,584 1,361,369 998,890 13,115,063

特
別
会
計

住宅新築資金
等貸付事業 5,539 　 2,476 3,063

下水道事業 4,493,258 146,200 338,836 4,300,622

合　　計 17,251,381 1,507,569 1,340,202 17,418,748

特別会計別予算の執行状況 基金の現在高

町債の残高

（単位：千円） （単位：千円）

（単位：千円）

　
町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
、
皆
さ

ま
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
令
和
２
年
度
上
半
期（
令
和
２
年
４
月
〜
９
月
）

の
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ　
財
政
課　
☎
内
線
２
２
２

国庫支出金

地方交付税

町 税

県 支 出 金

町 債

地方消費税交付金

財 産 収 入

使用料及び手数料

そ の 他

27億7,054万6千円
20億9,481万8千円(75.6%)
21億151万2千円

13億1,858万2千円(62.7%)

5億1,004万3千円
4,117万7千円(8.1%)

20億6,762万円
11億9,131万8千円(57.6%)

3億4,852万4千円
0千円(0%)

3億4,350万円
1億8,446万円(53.7%)
1億4,727万9千円

279万9千円(1.9%)
1億3,005万3千円
6,871万7千円(52.8%)

2億7,324万3千円
9,862万1千円(36.1%)

予算額
86億9,232万円
収入済額
50億49万2千円(57.5%)

総 務 費

民 生 費

公 債 費

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

消 防 費

議 会 費

そ の 他

32億9,482万4千円

21億8,007万2千円(66.2%)
23億2,811万5千円

7億9,972万8千円(34.4%)
9億1,811万9千円

4億3,917万3千円(47.8%)
7億3,936万6千円

3億63万7千円(40.7%)
5億2,146万7千円

7,639万9千円(14.7%)
4億7,431万6千円

1億5,643万1千円(33.0%)
2億3,775万8千円

1億1,079万6千円(46.6%)
9,967万2千円
5,375万1千円(53.9%)
7,868万3千円
1,241万6千円(15.8%)

予算額
86億9,232万円
支出済額
41億2,940万3千円(47.5%)

30

30

35

35

財政
状況
令和２年度
上半期
［9月末現在］
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令和元年度一般会計決算の不認定について

財政状況及び財政指標等の見通しについて

　令和２年第３回（９月）議会定例会において、令和元年度一般会計歳入歳出決算が不認定とされました。これは、
公債費の償還や予備費の充当などにおいて、一部問題な点があるとの意見があり、反対が多数であったことによる
ものです。
　決算が不認定となっても、予算執行自体の効力に影響はありませんが、議会の決定を重く受け止め、今後は、こ
れまで以上に計画性や透明性を念頭に置いて、適正な予算執行に努めていきます。

　本町の財政見通しは、しばらくは厳しい状況が続きますが、行政サービスを低下させないよう財政運営に努めて
いきます。

【財政状況の見通し（普通会計ベース）】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10

歳

入

町税 2,075 2,058 2,003 1,997 1,991 1,979 1,972 1,964 1,953 1,945
譲与税・交付金等 394 475 505 505 505 505 505 505 505 505
地方交付税 1,967 2,091 2,103 2,101 2,102 2,105 2,103 2,104 2,107 2,099
国・県支出金 1,131 3,454 949 984 975 1,016 1,004 993 993 1,003
町債 1,361 508 580 584 585 586 285 284 284 284
その他 301 370 373 273 273 273 273 273 273 273
歳入合計 7,229 8,956 6,513 6,444 6,431 6,464 6,142 6,123 6,115 6,109

歳

出

人件費 1,426 1,504 1,465 1,482 1,473 1,403 1,356 1,335 1,342 1,324
物件費 851 1,014 850 850 850 850 750 750 750 750
扶助費 956 1,118 960 970 980 990 1,000 1,010 1,020 1,030
公債費 1,092 910 933 936 1,246 1,214 1,193 1,165 1,112 1,061
繰出金 956 976 956 966 928 928 928 909 909 909
投資的経費 1,407 584 534 563 549 607 263 262 268 268
その他 686 2,775 635 604 616 607 655 657 550 548
歳出合計 7,374 8,881 6,333 6,371 6,642 6,599 6,145 6,088 5,951 5,890

差引収支（単年度収支） ▲ 145 75 180 73 ▲ 211 ▲ 135 ▲ 3 35 164 219
前年度繰越金 19 22 97 277 350 139 4 1 36 200
基金取り崩し 148
累積収支（実質収支） 22 97 277 350 139 4 1 36 200 419
※	現時点における収支見通しのため、今後の社会経済情勢や国の動向などにより、大きく変動することがあります。
※	令和5年度の公債費の増加は、長期的な視野に立った歳出の平準化を図るため、令和元年度から4年度において一部地方債の償
還を3年間延伸したことによるものです。

【財政指標及び町債・財政調整基金の残高】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：百万円）
R01 R02 R03 R04 R05 R06 R07 R08 R09 R10

実質公債費比率 20.8% 17.8% 15.0% 12.5% 15.3% 17.6% 19.8% 19.1% 18.3% 17.2%
将来負担比率 225.3% 205.2% 201.7% 201.1% 192.2% 185.6% 173.7% 163.4% 151.2% 140.0%
経常収支比率 102.2% 96.0% 94.9% 94.5% 100.9% 99.1% 97.3% 96.3% 95.2% 94.1%
町債残高 13,118 12,798 12,481 12,195 11,601 11,042 10,205 9,411 8,633 7,926
財政調整基金 46 141 141 141 141 141 141 141 141 141
※	実質公債費比率や経常収支比率が令和2年度以降改善しているのは、一部地方債の償還を3年間延伸したことによるものです。



2020 年 11 月号  広報かわい11

住み良い町へ住み良い町へ住み良い町へ
もっともっと

　
河
合
愛
に
あ
ふ
れ
る
岡
田
さ
ん
。プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
は
ス
ポ
ー

ツ
づ
く
し
の
よ
う
で
「
小
学
生
か
ら
始
め
た
野
球
を
通
し
て
、

あ
い
さ
つ
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
の
大
事
さ
を
学
び

ま
し
た
。
自
分
の
３
人
の
子
ど
も
に
も
そ
の
大
切
さ
を
学
ん

で
も
ら
い
た
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
せ
て
い
ま

す
。」
と
体
育
会
系
の
一
面
も
。
岡
田
さ
ん
自
身
も
役
場
の
野

球
部
に
所
属
し
、
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
時
間
が

あ
れ
ば
、
馬
見
丘
陵
公
園
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
て
い
る
そ
う
で

「
健
康
維
持
の
た
め
で
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
野
球
が
う

ま
く
な
り
た
い
の
で(

笑)

」
と
の
こ
と
で
す
。

　
平
成
14
年
に
入
庁
し
た
岡
田
さ
ん
。
市
場
地
区
で
生
ま

れ
育
ち
、
結
婚
後
も
河
合
町
に
住
み
続
け
て
い
ま
す
。
河

合
町
へ
の
「
愛
」
は
誰
よ
り
も
強
い
と
自
負
し
て
い
て
、

川
合
市
場
地
区
を
舞
台
と
し
た
漫
画
「
川
合
市
場
物
語
～

す
な
丸
の
い
た
ず
ら
～
」
の
企
画
・
製
作
に
も
携
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
漫
画
は
、
一
人
の
少
年
が
現
在
と
過
去
を
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
、
絆
の
大
切
さ
を
知
る
物
語
で
、
小
学

校
の
教
材
と
し
て
も
配
布
し
て
い
ま
す
。「
自
分
の
ル
ー

ツ
は
、
河
合
町
の
和
や
か
な
雰
囲
気
や
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

ご
近
所
の
方
々
、
友
だ
ち
の
影
響
が
大
き
い
の
で
、
生
ま

れ
育
っ
た
町
へ
の
愛
着
は
人
一
倍
強
い
と
思
い
ま
す
。
町

内
の
子
ど
も
た
ち
に
も
昔
の
町
を
知
り
、
興
味
を
持
っ
て

も
ら
い
、
自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
る
こ
と
で
誇
り
を
持
っ
て
、

こ
こ
に
住
み
続
け
て
も
ら
え
た
ら
と
い
う
思
い
で
、
こ
の

漫
画
を
企
画
し

ま
し
た
」
と
、

自
身
の
思
い
を

次
世
代
へ
つ
な

ぎ
た
い
気
持
ち

が
形
に
な
っ
た

喜
び
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
岡
田
さ
ん
は
、「
地
方
創
生
」
業
務
に
も
携
わ
っ
て
お
り
、

人
口
が
集
中
し
て
い
る
首
都
圏
か
ら
地
方
へ
の
転
入
を
増

や
す
こ
と
や
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
づ
く
り
な
ど
、
と
て

も
幅
広
い
も
の
で
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
取
り
組
ん
で

い
る
の
が「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」で
す
。「
生
産
年
齢
人
口
」

を
増
や
せ
る
よ
う
な
事
業
や
、「
健
康
寿
命
」
に
着
目
し

た
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
考
え
て
い
ま
す
。「
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
施
策
が
頭
に
あ
り
ま
す
が
、
一
貫
し

政策調整課　岡
お か だ

田   健
け ん た ろ う

太郎

〝
コ
テ
コ
テ
〟
の
河
合
町
民

「地方創生」「河
かわい
合愛ＡＩ構想」など

町が目指す方向性を考える課の
職員を紹介します

　
最
後
に
一
言
。「
私
自
身
が
誇
り
に
思
え
る
河
合
町
に
、
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
は
住
み
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
し
、

一
度
河
合
町
を
出
て
行
っ
て
も
『
ま
た
戻
っ
て
住
み
た
い
』

と
思
え
る
町
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」

て
言
え
る
の
は
人
口
（
構
成
）
を
う
ま
く
循
環
し
て
い
く
た

め
の
方
向
性
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
、
岡
田
さ
ん
。
皆
さ
ま

が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
町
に
な
る
よ
う
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
感
謝
が
モ
ッ
ト
ー

あ　い
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新型コロナウイルス感染症関連情報
【
基
本
給
付
】児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
へ
の
給
付

◎ 

支
給
対
象
者

　
①�

令
和
２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
方

　
②�

公
的
年
金
等（
遺
族
年
金
、
障
害
年

金　
等
）を
受
給
し
て
お
り
、
令
和

２
年
６
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
が
全
額
停
止
さ
れ
る
方

　
③�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る

な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
と
同
じ
水
準
と

な
っ
て
い
る
方

◎ 

給
付
額　
一
世
帯
５
万
円
、
第
２
子

以
降
一
人
に
つ
き
３
万
円

【
追
加
給
付
】新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、

収
入
が
減
少
し
て
い
る
方
へ
の
給
付

◎ 

支
給
対
象
者　
基
本
給
付
対
象
者
の

①
②
に
該
当
す
る
方
の
う
ち
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入
が
減

少
し
た
方

◎
給
付
額　
一
世
帯
５
万
円

●�

申
請
手
続
き

　

�【
基
本
給
付
】①
の
該
当
者
は
振
込
済

み
、
②
③
の
該
当
者
は
申
請
が
必
要

　
【
追
加
給
付
】申
請
が
必
須

※�

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
１
６
８

　
ご
自
宅
や
職
場
な
ど
に
厚
生
労
働
省・

奈
良
県・町
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審

な
電
話
、
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役

場
や
最
寄
り
の
警
察
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
失
業
や
休
業
な
ど
を
原
因
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
悩
み
を
抱
え
る
方

が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、
相

談
窓
口
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。
ご
相
談

は
、
臨
床
心
理
士
の
資
格
を
も
っ
た
相

談
員
が
対
応
し
ま
す
。

【
な
ら
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

◎
平
日　
月
～
金
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
０
７
４
４・46・５
５
６
３

【
な
ら
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

コ
ロ
ナ
】

◎
平
日
夜
間・土
日
祝
日

　
☎
０
７
４
２・81・８
５
２
７

●�

開
設
期
間　
令
和
３
年
３
月
31
日
ま

で
●
問
い
合
わ
せ　
奈
良
県
疾
病
対
策
課

　
☎
０
７
４
２・27・８
６
８
３

【
第
30
回
ま
ほ
ろ
ば
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
】

　
毎
年
２
月
に
開
催
し
て
い
る「
ま
ほ
ろ

ば
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
了
承
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
☎
72・１
１
０
０

　
公
共
施
設
の
入
り
口
に
非
接
触
型
検

温
機（
サ
ー
モ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）を
設
置

し
て
い
ま
す
。
機
械
に
顔
を
近
づ
け
る

だ
け
で
検
温
で
き
ま
す
の
で
、
入
館
時

の
検
温
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
設
置
施
設
】役
場
庁
舎
、
中
央
公
民
館
、

豆
山
の
郷
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
ま
ほ
ろ

ば
ホ
ー
ル
、
図
書
館

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
の
申
請
受
付
中

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
中
止

非
接
触
型
検
温
機 

設
置

「
な
ら
こ
こ
ろ
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
開
設
に

つ
い
て

「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」

に
関
す
る〝
振
り
込
め
詐
欺
〟や〝
個
人

情
報
の
詐
取
〟に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



１
マ

スク等はそのまま捨てな
い

１
マ

スク等はそのまま捨てな
い

 ３
手洗い

 ３
手洗い

２

ごみ袋がやぶれないように２

ごみ袋がやぶれないように

ごみを出した後は
石けんなどで
手を洗いましょう

使用済のマスクなどは
ビニールの小袋に入れて封をするか

不要な紙で包んでから
ゴミ袋に入れてください

※マスクなど、ごみのポイ捨ては絶対にやめましょう！

ご
み
収
集
車
に
積
み
込
む
際
や
運
搬
中
に
、
ご
み
袋
が
破
れ
た

り
、破
損
し
て
中
の
マ
ス
ク
な
ど
が
露
出
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
を
扱
う
収
集
運
搬
事
業
者
や
市
町
村
職
員
の
感
染
予
防
の

た
め
、
ご
み
を
出
す
に
あ
た
っ
て
は
、
自
治
体
の
分
別
・
収
集

ル
ー
ル
を
守
る
他
、
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課
　
☎
32
・
０
７
０
６

ごみ袋の空気を
抜いてください

ごみ袋の容量に注意して
ごみを入れすぎないようにしてください

ごみ袋はしっかりしばって
封をしてください

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
の

　「
ご
み
の
出
し
方
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
の

　「
ご
み
の
出
し
方
」

３つのこと３つのこと
ごみを出すときに気をつけるごみを出すときに気をつける

2020 年 11 月号  広報かわい13



2020 年 11 月号  広報かわい 2020 年 11 月号  広報かわい15 14

多
く
の
人
が
「
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い
」「
健
康
維
持
の
た
め
に
体

を
動
か
し
た
い
」
と
思
い
な
が
ら
も
、
日
々
の
忙
し
さ
や
き
っ
か
け

が
な
く
、
運
動
が
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
は
ス
ト
レ
ス
発
散
や
健
康
増
進
、
仲
間
づ
く
り
、
子
ど

も
に
夢
を
与
え
る
な
ど
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
々
を
取
材
し
ま

し
た
。

「する」だけがスポーツじゃない
　激しい運動に苦手意識を持っていたりする方もいるでしょう。そういう
方には、朝のラジオ体操や天気の良い日にお散歩・サイクリング、家族や
友人とハイキングなど、気分転換として楽しく取り組めることをしてみる
のも良いかもしれません。
　そして、スポーツは「する」ことだけではなく「みる」「ささえる」とい
うこともできます。自分との戦いに身を投じるアスリートの姿に心を震わ
せ、勇気をもらうことができます。スポーツは “日常生活の一部” であり、
あらゆる人の人生に活力や感動を与えてくれるものです。

　『ファミリーテニスクラブ』では、４０代～８０代
の会員の方々がテニスを楽しまれています。定年後か
らテニスを始められた方は「健康維持と地域コミュニ
ティの場です」と話され、会社勤めをされている方は
「ストレス発散にもなり、他の世代ともつながりがで
きる」と、さまざまな部分でプラスの相乗効果も！
　代表の伊東さんは「テニスは‟生涯スポーツ”。これ
からも、みんなで楽しく気持ちよくテニスを続けてい
きたい」と話されました。

　「‟強い” より‟笑い声のある楽しい” チーム」
をモットーに活動している『煌（ファン）クラブ』。
最年長は７５歳！健康維持とバレーボールを楽し
みたいという思いで活動されています。
　そして『河合なでしこ』と『ＣＯＳＭＯ』では、
３０代～６０代の方々が在籍。「小さなお子さん
がいるママも、子育てのリフレッシュとして参加
してもらえればうれしい」と、皆さん心底バレー
ボールを楽しんでいるのが伺えました。

心の健康効果
Mental health

地域コミュニティ
Local community

体と心の成長
Growth

　スポーツをすると、体力がつくため免疫力が高まり風邪をひきにくく
なることや、運動神経が養われることで怪我をしにくくなりまる。他に
も、集中力を育む、礼儀作法を学ぶ、新しい友達ができるなど、子ども
の頃からスポーツをするメリットはたくさんあります。
　『河合フットボールクラブ』は、現在３２人の子ども達が在籍してい
ます。プレーの指導はもちろん、あいさつやみんなで協力して準備・片
付け、周りの状況に気を配るなど、生活面や精神面も大切にしています。
「まずはサッカーを楽しむこと！その上で、大人になった時に必要とな
るフィジカルとメンタルを育み、サッカーを‟生涯スポーツ” として続
けてもらえるとうれしいです」と監督。子ども達が楽しめるよう取り組
まれています。

心の安定
前向きな気持ちになれる

体の正しい成長を促し
協調性・コミュニケーション力などを養う

幅広い世代が関わり合える
人とのつながり

幅広い世代が関わり合える
人とのつながり

心の安定
前向きな気持ちになれる

体の正しい成長を促し
協調性・コミュニケーション力などを養う

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ス
メの

可能性を伸ばすもの可能性を伸ばすもの可能性を伸ばすもの
スポーツとはスポーツ

気晴らし気晴らし気晴らし
スポーツとはスポーツ

つながりつながりつながり
スポーツとはスポーツ

「する」

11
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中な
か
や
ま山��

義よ
し
ひ
で英��

議
員

河か
わ
い合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
に
つ
い
て

※�「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」と
は
、「
公
共
施
設

の
再
編
、
教
育
の
ま
ち
、
子
育
て
環
境
」

の
３
つ
を
柱
と
し
、
町
民
と
と
も
に
夢

を
語
り
、
愛
を
集
め
、
知
恵
を
出
し
合

う
こ
と
で
夢
の
実
現
を
実
感
で
き
る
構

想
と
、
町
長
は
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

問�

「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」の
位
置
付
け
と
、

作
成
に
は
誰
が
関
わ
り
ま
し
た
か
。

答 

「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」は
、
町
の
最
上

位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
基
本
構
想
で
あ
り
、

町
長
の
意
向
を
く
み
、
企
画
部
が
中
心
と

な
っ
て
ま
と
め
ま
し
た
。　
　
　

(

企
画
部)

問�

「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」は
、
河
合
町
が
目

指
す
将
来
像・将
来
目
標
な
ど
中
長
期
的
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
最
上
位
計
画

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
素
案・
中
間
案
の
段
階

で
、
住
民
説
明
会
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
実
施
し
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で

す
か
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
、「
河
合
愛

Ａ
Ｉ
構
想
」が
、
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た

構
想
と
言
え
ま
す
か
。

答 

こ
れ
か
ら
地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
中
身
に
つ
い
て
肉
付
け
を
し
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

問�

「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」は
、
町
長
の
目
標

で
あ
っ
て
、
住
民
が
求
め
る
目
標
で
は
な

い
と
考
え
ま
す
が
。

答 

前
町
長
時
代
の「
河
合
の
ま
ち
の
夢
ビ

ジ
ョ
ン
」を
礎
に
し
て
い
る
た
め
、
民
意
は

反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。(

企
画
部)

問�

「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」実
現
の
た
め
の
財

源
確
保
は
、
ど
う
さ
れ
ま
す
か
。

答 

平
成
29
年
改
訂
の
財
政
健
全
化
計
画
に

基
づ
い
て
、
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

町
長)

　
町
長
に
対
し
て
、
夢
を
語
る
の
は
自
由

で
す
が
、
夢
の
実
現
の
た
め
に
は
、
財
源

が
必
要
で
あ
る
事
を
認
識
し
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、「
河
合
愛
Ａ
Ｉ
構
想
」を
基
本
構
想

と
す
る
な
ら
、
も
っ
と
住
民
の
意
向
を
反

映
し
た
基
本
構
想
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と

指
摘
し
ま
し
た
。

佐さ

藤と
う��

利と
し
治は
る��

議
員

防
災
無
線
に
つ
い
て

問�①�
住
民
の
皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
ず
に
災

害
時
の
情
報
を
つ
か
ん
で
頂
く
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
を
６
月
に
提
案
い
た
し
ま
し

た
が
ど
の
様
に
検
討
し
ま
し
た
か
。

②�

戸
別
受
信
機
は
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
間
に

合
い
ま
せ
ん
が
、
ど
の
様
に
対
策
を
考

え
ま
す
か
。
過
去
に
上
程
し
た
が
駄
目

に
な
っ
た
か
ら
、
い
ま
違
う
方
法
を

行
っ
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、
住
民
を

守
る
た
め
に
必
要
な
ら
何
年
か
か
っ
た

と
し
て
も
行
う
べ
き
と
違
い
ま
す
か
、

そ
れ
が
公
の
務
め
を
さ
れ
て
い
る
方
の

責
務
だ
と
思
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん

が
望
ん
で
い
る
事
に
、
小
さ
な
声
に
、

耳
を
傾
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
か
ら
も
多
様
な
支
援
策
が
出
て
い
ま

す
、
じ
っ
く
り
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

国
の
施
策
…
消
防
庁
が
一
括
購
入
、
無

償
貸
付
す
る
。
単
独
事
業
で
取
組
む
市

町
村
に
は
措
置
率
70
％
の
特
別
交
付
税

措
置
を
行
う
。
受
信
機
の
民
間
規
格
の

統
一
要
請（
昨
年
11
月
）

答①�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
導
入
に
つ
い
て
は
現

在
の
専
用
電
話（
有
料
）と
の
比
較
を
し

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
回
線
プ
ラ
ス
基
本
料
金
が
必
要
に

な
っ
て
き
ま
す
の
で
、
聞
き
逃
し
た
り
、

も
う
一
度
お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
専

用
電
話
で
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

②�

ア
ナ
ロ
グ
無
線
の
と
き
に
戸
別
受
信
機

が
あ
り
、
全
戸
配
布
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
の
と
き

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y

　９月４日〜２５日、令和２年
第３回河合町議会定例会が行
われ、一般質問では、１０名の
議員が２５項目の質問をしまし
た。抜粋して掲載します。（内
容は当時のものです。）

K A W A I   T O W N   A S S E M B L Y

あ��

い
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に
戸
別
受
信
機
の
お
話
を
さ
せ
て
頂
い

た
が
必
要
で
は
な
い
と
い
う
判
断
に

至
っ
て
、
別
の
違
う
ツ
ー
ル
を
用
意
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
今
現
在
の
シ
ス

テ
ム
を
取
っ
て
い
る
認
識
を
持
っ
て
お

り
ま
す
。
や
は
り
過
去
の
時
点
で
民
意

を
反
映
し
て
今
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

て
い
る
、
そ
れ
を
数
年
で
違
う
シ
ス
テ

ム
と
い
う
の
は
な
か
な
か
現
時
点
で
は

考
え
に
く
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�（
安
心
安
全
推
進
課
）

西に
し
む
ら村��

潔き
よ
し��

議
員

河
合
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
と

住
宅
政
策
に
つ
い
て

問�

30
年
間
の
総
事
業
費
は
16
億
４
９
１
０
万

円
で
す
が
総
事
業
費
を
さ
ら
に
削
減
す
る

計
画
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

長
寿
命
化
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

中
長
期
的
な
見
通
し
、
30
年
間
の
計
画
を

立
て
、
事
業
費
の
算
出
は
、
基
本
的
な
工

法
で
の
概
算
事
業
費
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

各
年
度
に
つ
い
て
、
事
業
費
が
補
助
基
準

内
で
削
減
と
な
る
工
法
を
検
討
し
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
情
勢

の
変
化
、
事
業
推
進
状
況
等
に
応
じ
、
概

ね
５
年
ご
と
に
定
期
的
に
見
直
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問�

財
源
確
保
は
す
べ
て
一
般
財
源
か
ら
賄

え
ま
す
か
？　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

答 

長
寿
命
化
計
画
の
事
業
実
施
に
お
い

て
は
、
１
／
２
が
国
庫
補
助
金
を
活
用
し
、

残
り
１
／
２
は
一
般
財
源
と
な
り
、
総
額

す
べ
て
が
一
般
財
源
で
賄
う
こ
と
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

問�

公
営
住
宅
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
含
む
再
編

は
考
え
て
い
ま
す
か
。

答 

耐
用
年
数
が
残
り
二
十
数
年
あ
る
中
層

棟
の
泉
団
地・
向
陽
団
地
の
入
居
者
を
低
層

棟
の
空
き
家
へ
の
住
替
え
を
行
な
っ
て
い

き
、
住
替
え
が
終
わ
れ
ば
解
体
も
含
め
た

計
画
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

問�

総
合
的
な
住
宅
政
策
を
い
つ
、
だ
れ
が

決
め
ま
す
か
。
そ
の
手
順
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。������������������������������

答 

現
在
、
長
寿
命
化
計
画
を
ベ
ー
ス
に
、

中
層
棟
で
あ
る
泉
団
地
と
向
陽
団
地
の
入

居
者
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
考

え
て
い
ま
す
。
入
居
者
の
中
に
は
高
齢
者

の
方
も
お
住
ま
い
で
、
他
の
住
宅
へ
の
住

み
替
え
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
住
宅
政
策

を
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
、

福
祉
施
策
も
含
め
て
、
町
全
体
で
考
え
て

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
（
住
民
生
活
課
）

梅う
め
野の��

美み

ち

よ
智
代��

議
員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問�①�

河
合
町
の
総
住
宅
戸
数
に
対
し
て
の
空

き
家
数
。

②�

住
民
か
ら
空
き
家
に
関
し
て
の
苦
情
や

要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
対
応
と
今
後
増

加
が
予
想
さ
れ
る
空
き
家
へ
の
町
と
し

て
の
対
策・取
り
組
み
。

③�

空
き
家
相
談
窓
口
の
周
知
や
情
報
の
発

信
、
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
制
定
、
撤
去
費
用
の
助
成
、
空
き

家
購
入
費
用
の
補
助
制
度
の
提
案
。

答 ①�

住
宅
戸
数
は
６
２
３
９
戸
に
対
し
空
き

家
３
７
０
戸
、
空
き
家
率
5.9
％
で
す
。

②�

所
有
者
に
改
善
通
知
の
発
送
、
電
話
連

絡
及
び
訪
問
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　

��

今
後
は
適
正
な
管
理
を
促
し
つ
つ
、
自

治
会
と
連
携・
協
力
を
図
り
取
り
組
み
ま

す
。

③�
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

周
知
、
固
定
資
産
税
納
付
書
発
送
時
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
同
封
、
特
定
空
き
家
の

認
定
や
助
成
、
条
例
制
定
に
取
り
組
み

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
活
性
課
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
生
活
様
式
に
伴
う
登
下
校
に
つ

い
て

問�①�

夏
休
み
短
縮
に
よ
る
猛
暑
下
の
登
下
校

及
び
第
二・
第
三
小
学
校
統
合
に
よ
る
通

学
距
離
増
加
に
対
す
る
登
下
校
時
の
コ

ロ
ナ
対
策
や
熱
中
症
対
策
、
傘
差
し
登

校
の
推
奨
に
つ
い
て

②�

通
学
路
上
に
あ
る
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
の

駐
輪
場
へ
屋
根
を
取
り
付
け
、
登
下
校

中
の
一
時
休
憩
所
並
び
に
信
号
待
機
場

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
の
提
案

答 ①�

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
、
学
校
教
育
活
動

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て

い
ま
す
。
熱
中
症
対
策
と
し
て
は
、
水

分
補
給
等
の
対
策
に
加
え
て
、
旧
第
三

小
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
一
時
休
憩
所

と
し
て
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
や
ニ
ッ
セ
イ

エ
デ
ン
の
使
用
の
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

傘
差
し
登
校
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継

続
し
て
い
く
予
定
で
す
。�（
教
育
総
務
課
）

②�

休
館
日
等
で
施
設
に
入
れ
な
い
時
や
急

な
雨
を
避
け
た
り
す
る
時
に
は
、
ご
指

摘
の
駐
輪
場
の
屋
根
と
い
う
の
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。　
（
生
涯
学
習
課
）
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長は

せ谷
川が
わ��

伸し
ん
い
ち一��

議
員

町
有
地
売
却
に
つ
い
て

問�
こ
ど
も
園
建
設
計
画
当
初
、
建
設
費

十
二
億
の
半
分
は
旧
第
三
小
学
校
跡
地
を

売
却
し
、
若
い
世
代
流
入
策
を
講
じ
、
年

間
三
千
万
円
の
税
収
増
を
図
り
、
20
年
間

で
約
六
億
円
を
ね
ん
出
す
る
計
画
。
旧
第

三
小
学
校
を
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
複
合

施
設
へ
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
計
画
に
変
更

の
場
合
、
こ
の
六
億
円
を
今
後
い
か
に
ね

ん
出
し
ま
す
か
。
公
共
施
設
再
編
と
あ
わ

せ
て
遊
休
用
地
の
売
却
計
画
を
早
急
に
立

て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
実
効
性
、
即
効

性
の
あ
る
新
し
い「
売
却・
有
効
活
用
検
討

委
員
会
」を
設
置
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答 

第
三
小
学
校
を
売
却
し
て
こ
ど
も
園
建

設
費
用
に
充
て
る
と
い
う
議
論
は
あ
っ
た

と
聞
い
て
い
ま
す
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
を
設

置
し
、
様
々
な
検
討
を
し
て
い
ま
す
。
提
案

の
土
地
売
却
有
効
活
用
検
討
委
員
会
の
新
規

設
置
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
町
有
財
産
等
売

却
処
分
審
査
委
員
会
に
て
引
き
続
き
検
討
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�（
町
長
）

今
後
の
図
書
館
に
つ
い
て

問�

図
書
館
の
蔵
書
数
な
ど
に
つ
い
て
、
県

下
市
町
村
の
中
で
蔵
書
数
が
少
な
い
方
で

す
。
今
後
の
図
書
館
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
町
長
の
構
想
を
教
え
て
下
さ
い
。

答 

町
の
未
来
を
担
う
就
学
前
の
子
ど
も
の

教
育
に
結
び
付
く
、
子
育
て
世
代
の
支
援

と
な
る
よ
う
な
特
色
あ
る
図
書
館
を
目
指

し
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
（
町
長
）

令
和
元
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て

（
一
部
）

問�・�

各
基
金
残
高
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

・�
令
和
元
年
～
四
年
ま
で
の
元
金
償
還
繰

り
延
べ
に
よ
り
利
子
払
い
が
い
く
ら
増

え
る
か
。

答 ・�

各
基
金
の
５
月
末（
出
納
閉
鎖
後
）残
高

は
、
財
政
調
整
基
金
四
千
百
万
円
、
地

域
振
興
基
金
三
百
万
円
で
す
。

・�

償
還
繰
り
延
べ
に
よ
り
、
利
子
支
払
い

額
が
六
千
六
百
万
増
加
す
る
見
込
み
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
）

と
き
わ��

し
げ
の
り��

議
員

上
牧
町
と
の
財
政
健
全
化
比
較（
先
進

事
例
と
し
て
）

問�

上
牧
町
は
財
政
健
全
化
団
体
と
な
っ
た

事
情
も
あ
り
、
健
全
化
に
対
す
る
目
標
数

値
、
施
策
に
対
し
て
の
効
果
額
を
公
表
し

て
い
ま
す
。

　
河
合
町
は
自
主
再
建
で
健
全
化
を
目
指

す
の
で
す
か
？
そ
う
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
目
指
す
た
め
に
い
く
ら
の
予
算
を
投
資

し
、
ど
れ
ほ
ど
の
目
標
を
設
定
し
、
効
果

額
を
ど
の
ぐ
ら
い
目
指
す
の
か
。
こ
れ
を

示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

答 

こ
れ
ま
で
も
様
々
な
取
組
み
を
行
っ
て

き
た
と
お
り
、
自
分
た
ち
の
力
で
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
必
然
性
や
明
確
な
根
拠
を
示
し

な
が
ら
来
年
度
予
算
を
立
て
て
い
く
こ
と

を
、
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

問�

臨
時
措
置
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る

「
臨
時
財
政
対
策
債
」は
、
総
務
大
臣
と
財

務
大
臣
と
の
覚
書
程
度
の
臨
時
措
置
で
あ

る
こ
と
は
、
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

答 

地
方
の
財
源
不
足
に
対
処
す
る
た
め

に
、
地
方
交
付
税
の
一
部
の
代
替
と
し
て

措
置
さ
れ
る
地
方
債
で
す
。
元
利
償
還
金

の
全
て
が
後
年
度
の
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
時
々

の
社
会
情
勢
な
ど
に
よ
っ
て
、
は
し
ご
を

外
す
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
国・
県
の
状
況

も
し
っ
か
り
ア
ン
テ
ナ
を
巡
ら
せ
て
対
処

し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
町
長
）

　
結
び
に
、
自
主
的
に
健
全
化
を
進
め
て

行
く
と
、
強
い
決
意
を
も
っ
て
ご
答
弁
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
町
民
に
対
し
て

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国・
県
へ
も
自
力
で
頑

張
っ
て
い
く
と
い
う
自
治
体
が
あ
り
、
目

を
向
け
て
欲
し
い
。

　
そ
う
い
っ
た
訴
え
を
あ
げ
て
い
く
こ
と

も
町
長
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

谷た
に
も
と本��

昌ま
さ
ひ
ろ弘��

議
員

ほ
の
ぼ
の
農
園
に
つ
い
て

問�

平
成
５
年
に
農
園
が
開
園
さ
れ
今
日

ま
で
約
30
年
家
庭
菜
園
作
り
が
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
一
区
画
30
㎡
約
10
坪
が
貸
し
出
さ

れ
、
当
時
は
大
変
な
人
気
で
全
80
区
画
が

抽
選
に
よ
り
選
別
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は

一
区
画
一
万
二
千
円
で
し
た
が
行
政
の
都

合
で
一
万
八
千
円
に
値
上
げ
さ
れ
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。
近
隣
の
自
治
体
と
貸
し

農
園
の
金
額
を
比
較
し
た
場
合
格
段
に
河

合
町
の
方
が
高
い
事
が
解
り
ま
し
た
。

　
平
均
一
区
画
九
千
九
百
円
で
す
。
い
か

に
河
合
町
が
高
額
な
事
か
、
金
額
を
是
非

見
直
し
て
下
さ
い
。
更
に
二
区
画
目
の
希
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望
者
に
は
２
分
の
一
の
金
額
位
に
見
直
し

て
下
さ
い
。

答 
利
用
者
の
希
望
に
お
応
え
出
来
る
よ
う

に
、
利
用
者
を
増
や
す
取
り
組
み
、
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
見
直
し
を
行
い
、
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
念
頭
に
置
い
て
、
多
く
の
利

用
者
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
募
集
案

内
に
つ
い
て
も
利
用
者
が
興
味
、
楽
し
み

を
持
て
る
ピ
ー
ア
ー
ル
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
活
性
課
）

通
学
バ
ス
に
つ
い
て

問�

三
小
校
区
の
児
童
達
は
統
合
に
よ
り

通
学
の
負
担
が
特
別
に
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
り
昔
と
気
温
が
違

い
過
ぎ
ま
す
。
町
バ
ス
を
利
用
出
来
な
い

で
し
ょ
う
か
。

答 

県
内
に
お
い
て
、
今
回
の
統
合
で
最
長

と
な
る
約
2.5
㎞
の
通
学
距
離
や
歩
道
の
整

備
さ
れ
た
道
路
環
境
下
で
運
用
さ
れ
て
い

る
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
又
、
運

用
に
際
し
て
児
童
の
引
き
継
ぎ
方
法
等
で

児
童
自
身
や
学
校
現
場
に
混
乱
を
招
く
事

が
想
定
さ
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
今
ま
で

の
様
に
保
護
者
と
学
校
、
登
下
校
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
協
力
を
頂
き
な
が
ら「
徒

歩
に
よ
り
通
学
す
る
」こ
と
で
決
定
致
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

大お
お
に
し西��

孝た
か
ゆ
き幸��

議
員

平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業（
今
後
の
対

応
）に
つ
い
て

問�

現
在
、
廣
瀬
神
社
の
西
側
の
事
業
候
補

地
に
お
い
て
４
月
以
降
に
測
量
調
査
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
地
質
調
査
を

行
い
10
月
以
降
に
概
算
の
工
事
費
用
な
ど

が
確
定
す
る
予
定
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町

と
し
て
事
業
を
進
め
る
上
で
財
源
内
容
も

含
め
、
今
後
の
対
応（
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
）に

つ
い
て
回
答
願
い
ま
す
。

答 

現
在
、
県
に
お
い
て
実
施
し
て
い
る
測

量・
地
質
調
査
及
び
予
備
設
計
に
よ
り
、
浸

水
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
貯
留
施
設
の
効
果
検

証
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
緊
急
内
水
対
策
事
業
の
財
源
と
致

し
ま
し
て
は
、
用
地
費
な
ど
に
か
か
る
費

用
以
外
は
国
の
補
助
事
業
の
採
択
を
受
け

る
予
定
で
あ
り
、
国
か
ら
の
補
助
１
／
３

相
当
額
と
起
債
の
充
当
に
よ
る
交
付
税
措

置
額
を
除
い
た
残
り
の
事
業
費
を
県
と
町

で
折
半
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
事
業
量（
規

模
）に
比
例
し
て
町
の
負
担
額
は
増
え
る
結

果
と
な
り
ま
す
の
で
、
県
の
予
備
設
計
を

し
っ
か
り
と
精
査
し
た
上
で
、
被
害
の
軽

減
に
繋
が
る
計
画
の
早
期
実
現
に
努
め
る

も
の
で
あ
り
、
ま
た
併
せ
て
本
町
の
負
担

が
で
き
る
だ
け
軽
減
さ
れ
る
よ
う
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
が
、
予
備

設
計
の
結
果
に
基
づ
き
効
果
的
な
対
策
方

法
を
決
定
し
、
必
要
な
用
地
、
設
計
、
ま

た
工
事
な
ど
に
関
す
る
予
算
措
置
を
講
じ

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

(

ま
ち
づ
く
り
推
進
課)

坂さ
か
も
と本��

博ひ
ろ
み
ち道��

議
員

感
染
症
対
策
、
少
人
数
学
級
の
実
現
を

問�

35
人
以
上
の
学
級
は
い
く
つ
あ
る
か
。

現
在
の
小
学
校
２
年
生
が
３
年
生
に
進
級

し
た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。
少
人

数
学
級
実
現
へ
の
課
題
は
何
か
。「
密
状
態
」

へ
の
対
応
は
ど
う
す
る
か
。

答 

現
在
35
人
以
上
は
第
二
小
４
年
生（
２

学
級
）５
年
生（
２
学
級
）。
来
年
度
、
特
別

支
援
学
級
の
児
童
が
９
人
い
る
の
で
、
第

二
小
３
年
生
が
43
名（
２
学
級
）に
な
る
が
、

少
人
数
加
配
が
あ
れ
ば
学
級
数
を
増
や
す

こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
県
に
要
望
し
ま

す
。
町
独
自
で
は
、
指
導
者・
財
源
確
保
が

必
要
で
す
。
教
室
を
広
く
使
う
よ
う
、
机

を
配
置
し
て
い
ま
す
。　
　
（
教
育
総
務
課
）

旧
第
三
小
活
用
の
検
討
状
況
に
つ
い
て

問�

公
民
館
、
体
育
館
は
住
民
の
自
主
活
動

の
拠
点
。
ど
の
よ
う
な
機
能
を
持
た
す
こ

と
で
検
討
し
て
い
る
の
か
。
い
つ
ま
で
に

検
討
す
る
の
か
。
住
民
の
意
見
を
聞
く
取

り
組
み
は
ど
う
進
め
る
か
。

答 

中
央
公
民
館
及
び
中
央
体
育
館
の
機

能
を
三
小
に
移
す
こ
と
、
住
民
主
体
の
活

動
が
で
き
る
環
境
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
避
難
所
機
能
と
し
て
は
地
域
の
防
災

拠
点
に
す
る
こ
と
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
活
用
な

ど
様
々
な
視
点
で
検
討
中
で
す
。
現
在
、

素
案
の
作
成
中
で
あ
り
、
来
年
度
に
は
基

本
設
計
に
う
つ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
実

施
し
ま
す
。

（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室)

財
政
運
営
に
つ
い
て

問�

一
般
会
計
決
算
は「
１
９
４
３
万
円
の

黒
字
」だ
が
、
公
債
費
４
１
０
０
万
円
の
返

済
を
先
送
り
し
て
お
り
、
本
来
は
赤
字
決

算
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
令
和
２
年
度

か
ら
３
年
間
で
、
公
債
費
７
億
３
千
万
円

を
返
済
繰
延
。
財
政
の
新
た
な
歪
み
を
作
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ら
な
い
た
め
に
、
財
政
状
況
を
住
民
に
正

確
に
説
明
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 
対
予
算
で
、
歳
入
の
地
方
交
付
税
等
が

減
少
し
た
が
、
歳
出
で
人
件
費
等
が
減
少

し
た
た
め
、
公
債
費
を
先
送
り
し
な
く
て

も
赤
字
決
算
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
期
的

な
視
野
で
歳
出
の
平
準
化
を
図
る
た
め
機

敏
に
対
応
し
ま
し
た
。
住
民
の
皆
様
に
は

正
確
な
情
報
を
公
表
し
、
丁
寧
に
説
明
し

て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
財
政
課
）

馬ば

ば場��

千ち

え

こ
惠
子��

議
員

交
通
権
と
し
て
の
す
な
丸
号

問�

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
の
公
共

交
通
の
撤
退
が
進
む
中
、
住
民
の
移
動
の

自
由
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
交
通
も

ま
た
、
基
本
的
人
権
の
一
部
だ
と
言
う
考

え
方
が
共
有
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
す
な

丸
号
が
真
に
住
民
の
移
動
の
手
段
と
し
て

改
善
す
る
に
あ
た
り
住
民
を
含
め
た「
協
議

会
」を
設
置
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
お
考
え
で
す
か
？

答 

運
転
手
の
名
札
、
声
ボ
ッ
ク
ス
の
設

置
な
ど
の
改
善
を
す
す
め
、
運
行
規
程
の

策
定
や「
協
議
会
」の
設
置
に
つ
い
て
は
今
、

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　
　
（
総
務
課
）

町
民
の
命
と
安
全
を
守
る
防
災
に
つ
い
て

問�

災
害
時
に
住
民
に
必
要
な
情
報
を
届

け
る
こ
と
は
安
全
を
確
保
す
る
上
で
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
地

域
に
戸
別
受
信
機
な
ど
の
設
置
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
ご
と
の
防
災

マ
ッ
プ
や
防
災
計
画
を
策
定
し
、
町
民
の

命
と
安
全
を
守
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が

い
か
が
お
考
え
で
す
か
？

答 

防
災
無
線
を
聞
き
の
が
し
た
り
再
度
、

聞
き
た
い
時
に
専
用
電
話
シ
ス
テ
ム
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
地
区
防
災
計
画
の
策
定

は
各
自
治
会
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

（
安
心
安
全
推
進
課
）

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
と
就
学
援
助
制
度

問�

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
経
済
的
に
困
難
な

状
況
に
陥
っ
た
ご
家
庭
に
就
学
援
助
制
度

の
紹
介
や
案
内
窓
口
の
設
置
を
す
べ
き
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
お
考
え
で
す
か
？

答 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
も
記
載
し
、
窓
口

と
し
て
は
学
校
、
教
育
委
員
会
で
対
応
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。　
　
　
　
（
教
育
総
務
課
）

令和２年 第５回（８月）臨時会  議決結果賛否一覧　　　　　　　　　　○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村

潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第41号 令和２年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ※ ○ ○ ○ ● ○ 原案可決(賛10・反2)
※議長は裁決に加わりません。

と
き
わ
し
げ
の
り

「
河
合
町
議
会
基
本
条
例
」に

つ
い
て
の
意
見
募
集

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
で
、
議
員
発
議
で
提
出
さ
れ

ま
し
た
、「
河
合
町
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

が
９
月
25
日
に
可
決
し
30
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
河
合
町
議
会
基
本
条
例
及
び
逐
条
解

説
を
Ｈ
Ｐ
へ
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

●�

目　
的　
令
和
２
年
９
月
25
日
に
可
決
し
、
30
日
に

施
行
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
随
時
条
例
改
正
を
行
っ

て
い
き
た
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

●�

募
集
期
間　
11
月
30
日（
月
）ま
で

●�

提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上

（
提
出
様
式
は
任
意
で
５
０
０
字
程
度
）、
Ｅ
メ
ー

ル
、
郵
便
又
は
、
持
参
で
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
Ｅ
メ
ー
ル　

gikai@
tow

n.kaw
ai.nara.jp

　
郵
便　
　
　

��

〒
６
３
６・
８
５
０
１　

河
合
町
池
部

１
丁
目
１
番
１
号　
河
合
町
議
会
事
務

局　
宛
て

　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
　
57・１
７
１
１

●�

ご
意
見
の
取
扱
い　
ご
意
見
の
要
旨
や
こ
れ
に
対
す

る
考
え
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

個
別
の
回
答
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ご
意
見
を
頂
い
た
方
の
住
所
、
氏
名
な

ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ　
河
合
町
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎
内
線
３
１
０・３
１
１
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令和２年 第３回（９月）定例会  議決結果賛否一覧　　　　　　　　　　○…賛成　●…反対

議案番号 議　　案　　名

森
光
　
祐
介

梅
野
美
智
代

佐
藤
　
利
治

中
山
　
義
英

坂
本
　
博
道

長
谷
川
伸
一

杦
本
　
光
清

大
西
　
孝
幸

馬
場
千
惠
子

岡
田
　
康
則

西
村

潔

谷
本
　
昌
弘

議決結果

議案第42号 令和２年度河合町一般会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ● 原案可決(賛8・反4)

議案第43号 令和２年度河合町国民健康保険特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ 原案可決(賛11・反1)

議案第44号 令和２年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案可決(賛10・反2)

議案第45号 令和２年度河合町水洗便所改造資金貸付事業特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第46号 令和２年度河合町介護保険特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第47号 令和２年度河合町後期高齢者医療制度特別会計補正予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第48号
河合町手話言語条例の制定について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 修正可決(賛11・反1)
河合町手話言語条例に対する修正【委員会での修正提出】○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決(賛11・反1)

議案第49号 河合町税条例等の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
議案第50号 河合町国民健康保険税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
議案第51号 河合町手数料条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第52号 河合町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議案第53号 河合町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
議案第54号 河合町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
議案第55号 財産の取得について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

認定第１号 令和元年度河合町一般会計歳入歳出決算認定について
（別冊） ○ ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ● ● ● 不認定(賛4・反8)

認定第２号 令和元年度河合町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ 原案認定(賛9・反3)

認定第３号 令和元年度河合町住宅新築資金等貸付事業特別会計歳
入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案認定(賛10・反2)

認定第４号 令和元年度河合町下水道事業特別会計歳入歳出決算認
定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案認定(賛10・反2)

認定第５号 令和元年度河合町水洗便所改造資金貸付事業特別会計
歳入歳出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案認定(賛12・反0)

認定第６号 令和元年度河合町介護保険特別会計歳入歳出決算認定
について（別冊） ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案認定(賛9・反3)

認定第７号 令和元年度河合町後期高齢者医療制度特別会計歳入歳
出決算認定について（別冊） ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案認定(賛10・反2)

認定第８号 令和元年度河合町水道事業会計決算認定について（別冊）○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ 原案認定(賛10・反2)
同意第16号 固定資産評価審査委員会委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意(賛12・反0)
同意第17号 教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案同意(賛12・反0)
議員発議
第10号

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激
な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議員発議
第11号 河合町議会基本条例(案)の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議員発議
第12号

コロナ危機のもと小中学校全学年での少人数学級の実
現と特別支援学校における設置基準を設けることを求
める意見書について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)

議員発議
第13号

新型コロナウイルスの感染症拡大の影響に伴う県営水
道料金の引き下げを求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決(賛12・反0)
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健康・医療

文化・教育

福祉スポーツ

その他生活・環境

　「患者等搬送事業所」の従業員の方を対象
に、必要な知識と技能を適正に維持するこ
とを目的とした講習を開催します。詳細
は、奈良県広域消防組合のホームページを
ご覧ください。

【基礎講習】 ２日間受講
１２月５日（土）６日（日）��午前９時〜午後５時

【定期講習】 下記の①〜④のいずれか１回を受講
・１２月　８日（火）��午後１時３０分〜４時３０分
・１２月１０日（木）��午前９時〜１２時
・１２月１４日（月）��午前９時〜１２時
・１２月１６日（水）��午後１時３０分〜４時３０分
●受付期間　　１１月２０日（金）まで
●問い合わせ　西和消防署　☎７３－１００１

　高齢者宅を狙った、振り込め詐欺被害防止に効果的な
「防犯機能を備えた電話」の普及促進のため、西和警察署
管内にお住まいの高齢者へ被害防止支援を行います。
●受　付　　１１月１日（日）〜翌年３月３１日（水）
●募集件数　��１００件程度（申し込み順、予算額に達し

次第受付を終了します）
●助成額　　��購入費、設置費に対して一律５０００円

（５０００円未満の場合は対象外）
　　　　　　※�一世帯一台（付随するサービスの加入や

利用に要する費用等は除く）
●対　象　　��交付申請を行う日において満６５歳以上で

あり、町税を滞納していない方、かつ、暴
力団等に該当しない方

●申　請　　安心安全推進課窓口
　　　　　　※��申請用紙は町ホームページからダウン

ロード可能
　　　　　　・��購入（購入予定）機器の防犯機能が記載さ

れているカタログまたは取り扱い説明書
のコピー

　　　　　　・��購入（購入予定）機器に要する費用が確認
できる見積書など

　　　　　　・��その他、申請に必要な書類　
●問い合わせ　安心安全推進課　☎内線２４３

６５歳以上対象
「防犯電話購入費助成」

　令和２年中に納められた保険料の「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」が日本年金機構から、対象者宛て
に発送されますので、お手元に届きましたら、大事に保
管し、年末調整や確定申告の際に使用してください。
発送時期 対象者

１１月上旬 １月１日〜９月３０日までの間に国民年金
保険料を納付された方

令和３年
２月上旬

１０月１日〜１２月３１日までの間に国民年
金保険料を納付された方（上記の方は除く）

●問い合わせ　大和高田年金事務所　☎２２－３５３１

国民年金保険料は全額が
社会保険料控除の対象です！

　夫・パートナーからの暴力をはじめとして，職場等に
おけるセクシュアルハラスメント、ストーカー行為など
の女性の人権に関わる問題全般について、ご相談をお受
けします。相談は無料で秘密は厳守します。
●対　象　　　　県内在住の女性
●と　き　　　　１１月１２日（木）〜１１月１８日（水）
●電話受付時間　平日：午前８時３０分〜午後７時
　　　　　　　　土日：午前１０時〜午後５時
　　　　　　　　インターネット：随時（後日回答）
●電話番号　　　☎０５７０－０７０－８１０
　　　　　　　　※携帯電話・ＰＨＳ・ＩＰ電話使用不可
●ＵＲＬ　　　　http://www.jinken.go.jp/
●相談員　　　　人権擁護委員及び法務局職員
●問い合わせ　　奈良地方法務局人権擁護課
　　　　　　　　☎０７４２－２３－５４５７

全国一斉
「女性の人権ホットライン」

　精神障害者および家族の支援をしている社会福祉法人
「萌」では、障害者週間にちなみ、広く県民を対象にした
電話相談を実施します。眠れない日や気分が落ち込む日
が続く、やる気が出ない、不安でしかたない、精神科へ
の受診や薬への不安など、精神保健福祉に関する相談を
受け付けます。相談は無料、秘密は厳守します。
●と　き　　　　１２月７日（月）〜１１日（金）
　　　　　　　　午前９時〜午後９時　
●電話相談番号　☎０７４３－８５－５６３９
●問い合わせ　　地域活動支援センター「なっつ」
　　　　　　　　☎０７４３－２３－８１０５

「萌」 こころの相談室

患者等搬送乗務員講習
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健康カレンダー

　　成人健康相談（生活習慣病予防）
●とき・ところ　１１月１０日（火）　保健センター
　　　　　　　　１１月２５日（水）　図書館
　　　　　　　　午前１０時～１１時
●対　象　町内在住の成人
●内　容　血圧測定・尿検査・個別相談・栄養相談
●持ち物　健康手帳

　　乳幼児相談
●とき・ところ
１１月５日（木）・１２月３日（木）　保健センター
午前９時１５分～１０時３０分
１１月２５日（水）　図書館　午前１０時～１１時
●対　象　町内在住の乳幼児・妊産婦
●内　容　計測・各相談（栄養・育児・歯科・授乳）
※�１１月５日（木）は助産師による授乳相談
※１２月３日（木）は歯科衛生士による歯科相談
●持ち物　母子健康手帳

　　ぷちサロン（乳幼児相談の時に開催）
●とき・ところ
１１月５日(木）・１２月３日(木）　保健センター
午前９時１５分～１０時３０分
●対　象　町内在住の乳幼児・妊産婦
※�乳幼児相談時に遊べるスペースを設けていま
す。（予約不要）

　　マタニティ相談
●とき・ところ　１１月５日（木）　保健センター　
●受　付　午前１１時～１２時
●対　象　町内在住の妊産婦
●内　容　助産師による妊婦さんの相談
　　　　　※要予約

※新型コロナウイルス感
染症拡大防止のため、
必要に応じ延期などの
措置をとる場合があり
ます。また、健診対象
者を変更する場合があ
ります。当日、風邪の
症状や発熱、倦怠感な
どがある際は事前にご
連絡ください。

※�送迎等でお越しの方
保健センター前の道路
はスクールゾーンのた
め、午前７時３０分～
９時までは進入禁止と
なっています。●問い合わせ

　保健センター　☎５６－６００６

　防災行政無線を聞き逃してしまった時は、下記の専用
ダイヤルにかけていただくと放送内容を再度聞くことが
できます。（電話料金が発生します。）

【専用電話】 ☎０７４５－５７－０２１１
　メールやＦＡＸ、固定電話からの配信を
ご希望の方は、町ホームページまたは安心
安全推進課までお問い合わせください。
●問い合わせ　安心安全推進課　☎内線２４２

　１２月から町内でご利用いただける地域振興券を、
１１月末までに順次ご家庭に発送します。書留郵便を予
定していますので、受け取りをお願いします。
●問い合わせ　地域活性課　☎内線１９３、１９６

防災行政無線の聞き直しについて

「すな丸振興券」を発送します

　セアカゴケグモのメスは毒を持っ
ており、体長は１㎝前後、黒い体で
胸腹部の背面にはひし形が２つ縦に
並んだような赤い模様があります。�
　セアカゴケグモから襲うことはな
いので、慌てずに対処してくださ
い。市販のゴキブリ用殺虫剤等（ピ
レスロイド系）で駆除できます。た
だし、卵には効果がないので、殺虫
剤散布後に踏みつぶすなどして駆除
してください。素手で触るのは禁物です。作業をすると
きは、手袋を付け、ズボンの裾を閉じ、長袖シャツを着
るなど露出部分を無くしてください。�万が一、かまれ
た場合は流水で患部を洗い、冷やしてください。その
後、念のため病院で治療を受けてください。�
●問い合わせ　環境衛生課　☎３２－０７０６

「セアカゴケグモ」に
ご注意ください

　歯周疾患の多くは予防や治療が可能とさ
れており、健康な歯は老化を防ぎます。こ
の機会に受診してはいかがですか。
●実施期間　　令和３年３月３１日（水）まで
●対　象　　　満２０歳〜５０歳の町内在住の方
●費　用　　　無料
●申し込み　　各医療機関に、直接ご予約ください。
●問い合わせ　保健センター　☎５６－６００６

歯周疾患検診

　「自分はがんにならない」「具合が悪くなったらすぐ病
院にかかるから大丈夫」と思っていませんか？日本人の
死亡原因第一位は「がん」です。2人に1人ががんになり、
３人に１人が命を落としています。検診などで早期に発
見された場合は治る確率も高く、軽い治療で済むように
なってきていますので、定期的ながん検診が大切です。
●問い合わせ　保健センター　☎５６－６００６

がん検診を受けましょう!



国民
健康保険

人間ドック・脳ドック
受診料の助成

　①受診時に継続して１年以上国保に加入されている方
　②受診時に満４０歳以上７５歳未満の方
　③申請日に国保税を完納している世帯の方（納期到来分）
　④国保で実施する特定健診を受診していない方
　⑤受診結果票を特定健診の資料として使用することに同意して
　　いただける方
　※医療機関の指定はありません。

対　象 同一年度内に人間ドックまたは脳ドックのいずれかの検診で、次の全ての
条件に該当する方（ＰＥＴ検査のみの検診は除く）

２万円（２万円未満の場合はその額）助  成  額

必要なもの 被保険者証、銀行口座のわかるもの、
印鑑、受診結果票、領収書

福祉
医療制度

医療保険の自己負担を
助成します

新たに該当となる方 福祉医療に該当すると思われる方は、医療費受給資格の申請が必要です。
受給資格については、各制度により所得制限の基準などが異なります。

すでに受給資格のある方 福祉医療の認定を受けている方で、加入保険、住所、世帯などに
変更があれば届け出てください。

●問い合わせ　住民福祉課　☎内線１６１

●問い合わせ　住民福祉課　☎内線１６５　社会福祉課　☎内線１６９                      

制度区分 心身障害者
医療費助成

ひとり親家庭等
医療費助成

重度心身障害老人等
医療費助成

所得制限 あり あり あり

助成内容

対象者

子ども
医療費助成

精神障害者
医療費助成

なし あり

〔就学児〕
小学１年生

中学３年生

～

１～７４歳で身障手
帳１・２級または療
育手帳Ａ１・Ａ２所
持者
(後期高齢者医療制度
該当者を除く)

ひとり親家庭の父
または母及び児童
(１８歳の年度末ま
で)など

後期高齢者医療制度該当
者のうち身障手帳１・２
級または療育手帳Ａ１・
Ａ２所持者、または７５
歳以上の方でひとり親家
庭等医療費助成対象要件
の該当者

精神障害者保健
福祉手帳１・２
級所持者

※社会福祉課

〔乳幼児〕
０歳

就学前

～

医療保険の自己負担額から一部負担金を除いた額（ただし、入院時の食事療養費にかかる標準負担額を除く）
〔一部負担金〕通院：１レセプトにつき月５００円
　　　　　　　入院：１レセプトにつき月１，０００円（２週間未満の入院は月５００円）

※医療機関の窓口での支払いが困難な場合は、福祉医療貸付制度がありますので、ご相談ください。
　（精神障害者医療費助成は除く）

健
康
増
進
の
た
め
に

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い

住民福祉課
吉川　侑里
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人権・行政・心配ごと相談
　家庭のことから国の仕事まで、人権擁護委
員・行政相談委員・民生委員が相談に応じます。
とき　11月20日（金）　午後１時〜４時
ところ　豆山の郷
問い合わせ　総務課　☎内線226・227

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、延期または中止となる場合があります。

無料法律相談
　相続や不動産、離婚などについて、弁
護士が相談に応じます。要予約。
とき　11月27日（金）　午後１時〜４時
ところ　役場２階相談室
定員　６人（１人30分）
申し込み　11月24日（火）　午前10時
役場２階相談室にて抽選。定員に満たな
い場合は、電話予約を受付。
問い合わせ　総務課　☎内線226・227
女性・ＤＶ電話相談

とき　火・金曜日　※祝日の場合、前日
　午前10時〜 12時、午後１時〜３時
電話・FAX番号　NPOなら人権情報セン
ター河合支局　☎57-2908

子どもに関する電話相談
●子育ての相談　月〜金曜日
　地域子育て支援センター
　（かがやきの森こども園）　☎58-2350
●育児・発育の相談　月〜金曜日
　保健センター　☎56-6006
●小・中学校の相談　月〜金曜日
　教育総務課　☎内線206
●その他子育ての相談　月〜金曜日
　子育て支援課　☎内線168

高齢者に関する電話相談
とき　月〜金曜日
問い合わせ　地域包括支援センター
　　　　　　☎内線175・178・186

相談のご案内11月

募　集

学童保育の入所児童募集

●入所資格
　河合町立小学校に在籍する児童で、日中保護者
（両親またはこれに代わる者）が就労などにより不
在のため保育できない、また他に保育できる者が
いない家庭の児童
　※定員を設けているため、入所できない場合があ
ります。（低学年及び保育に欠ける事由の高い児
童を優先）

●申請書等配布日時
　１１月２日（月）～１１月３０日（月）
　※現在、利用中の児童は各学童保育所より配布
●申請受付期間
　１１月９日（月）～１１月３０日（月）
　※申請が遅れると入所できない場合があります。

●申請書配布・受付場所
　子育て支援課、各学童保育所
●受付・配布時間
　子育て支援課：午前９時～午後５時
　（土、日、祝は閉庁）
　各学童保育所：午後３時～午後６時
　（土曜日は第二小学校で合同保育、日、祝は休所）
●入所決定
　新１年～新２年：令和２年１２月中旬（予定）
　新３年～新６年：令和３年１月中旬（予定）
●問い合わせ　子育て支援課　☎内線１６８
　　　　　　　第一小学校学童保育所
　　　　　　　☎０９０－４６４１－０６７２
　　　　　　　第二小学校学童保育所
　　　　　　　☎０８０－２４７６－８３２３

　令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月３１日まで）の学童保育所へ入所を希望される保護者の方は、
次の通り入所の申請を行ってください。

火災・救急などの出場状況
9月中 本年累計

河合町
火災 1 件 5 件

救急 71 件 599 件

9月中 本年累計

西和管内
火災 3 件 26 件

救急 552 件 5,039 件

西和消防署より

消費生活相談
　契約や買い物のトラブル、架空請求や多重
債務など、消費生活相談員が相談に応じます。
とき・ところ
①�月曜日�午後１時〜５時、金曜日�午前９
時〜午後１時／河合町役場２階相談室　

②�火曜日�午後１時〜５時、木曜日�午前９
時〜１時／上牧町役場１階町民相談室

問い合わせ　総務課　☎内線226・227
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●開館　火〜日曜日　午前9時30分〜午後5時
　　　　　　　　　　（金曜日は午後7時まで）
●休館　月曜日�（祝日と重なる場合はその翌日）
※11月24日（火）は、振替休館です。
※�11月26日（木)は、町主催行事のため２階　閲覧室（自習
室）及び郷土資料室の利用はできません。　
※11月29日（日)は、月末図書整理のため休館です。
※�新型コロナウイルスの感染拡大状況により、臨時休館
　または一部利用制限をする場合があります。

★ 
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「おかあさんの被爆ピアノ」
五藤�利弘　著

「茶色の服の男」
アガサ・クリスティー　著

「おならしたのだぁれ?」
加納�徳博　著

「はやしでひろったよ」
ひさかたチャイルド

「どうして僕たちは、あんな
働き方をしていたんだろう?」

河野�英太郎　著

「風は西から」
村山�由佳　著

被爆2世の調律師・矢川光則は被
爆ピアノを修理、調律して全国
でコンサートを開催する。

冒険を夢見るアンは、地下鉄で
転落事故を目撃し、謎の男を
追って南アフリカ行きの船に乗
る!

ながーい、おなら。つよいっ、
おなら。おそい、おなら。次は
どんなおならかな?

いろいろな葉や実の種類などを
紹介し、自然と触れ合う楽しみ
がいっぱいの絵本。

どうすれば古い働き方を変えら
れるかを紹介する。

過労自死…。答えを探して、大
企業を相手にした闘いが始ま
る。

開館・休館のお知らせ
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ダリア・コスモスが満開の「馬見フラワーフェスタ」で出会った町外の方々に、西野編集員が突撃イ
ンタビュー！「河合愛ＡＩ構想」で重要視している‘’人口の増加‘’の参考になる貴重なリアル・ボイスを
お届けします。

皆さんの
声を
町政に！

河合町まちなか
インタビュー

テーマはこれ！

oice

「広報かわい」編集員
西野 太央

河合町ってどんなイメージ？

住みたい町を選ぶ理由は？

●子育てのしやすさ　　●駅までの距離や交通の便の良さ
●治安の良さ　　　　　●気候が良いなどの住みやすさ

●新しい認定こども園がある

●全国屈指の私立進学校がある

●病院が多く、医療が充実している

●大きな映画館がある

●馬見丘陵公園がある

●高速道路のインターチェンジと
　駅が３つもあり、交通の便が良い

こんなこ
とも

　　聞い
てみまし

たこんなこ
とも

　　聞い
てみまし

た

01

02

　河合町のイメージ調査！
町外の方に聞いてみました！

か わ い あ    い

今回の河合町イメージ調査は馬見丘陵公園で行いました。取材当日は天気も良く、フラワーフェスタには多
くの方が来園されていました。年齢層もさまざまで、普段接することの少ない町外の方にいろいろな視点で
お話を聞くことができました。足りないところを補い、良いところはより良くするよう、今回の取材を活かし
ていきたいと思います。（西）



よし むら たまき

吉村  環 ちゃん
１１ヶ月

やま もと みの  り

山本 実梨 ちゃん
１１ヶ月

かん ざき あお  い

神崎 蒼維 ちゃん
１１ヶ月

あか つか いっ せい

赤塚 一生 ちゃん
４ヶ月

しげ  た み　り　え ま　い　り

繁田 実莉衣 ちゃん 茉衣莉 ちゃん
１０ヶ月　３歳

もう  り ま  のん

毛利 舞音 ちゃん
５ヶ月

なか むら はな

中村  花 ちゃん
１１ヶ月

はた なか ゆ　な

畑中 優奈 ちゃん
５ヶ月

か わ い め　う

川合 萌生 ちゃん 竣翔 ちゃん
しゅん と

10ケ月　3歳

すぎ もと さ　や　かりゅう き

杦本 龍基 ちゃん 紗耶夏 ちゃん
３歳　６歳

もち  だ いつ  き

持田 一樹 ちゃん
１歳

令和2年
9月末現在。

（ ）は前月比

■ 河合町役場（代表）
　　平日午前８時30分～午後５時15分

■ 豆山の郷 
■ 保健センター
■ 役場出張所 
■ 心の交流センター

2020年11月1日号（No.580）

編集・発行　　河合町役場 企画部 広報広聴課　
　　　　　　　〒636-8501 奈良県北葛城郡河合町池部1丁目1番1号
E-mail　　　　kouhokawai@town.kawai.nara.jp
ホームページ　http://www.town.kawai.nara.jp/

広報かわい

TEL 0745-57-0200
FAX 0745-56-4007

TEL 58-2733
TEL 56-6006
TEL 32-6605
TEL 56-5196

■ 清掃工場（環境衛生課）
■ 上下水道課
■ まほろばホール
■ 図書館
■ 中央公民館（生涯学習課）
■ 西大和地区公民館
■ 総合スポーツ公園 
　（スポーツ振興課）

TEL 32-0706
TEL 56-5210
TEL 72-1100
TEL 32-8605
TEL 57-2271
TEL 57-2271
TEL 56-4600

■は月曜日が休館です。

世帯数
7,858世帯（－10世帯）

人口
17,426人（－30人）

男   8,109人
女   9,317人

まちまちの動き

（10月末現在）☆kawaii！きっず　大募集！
　未就学のお子さまの写真を募集しています。下記E-mailまたは広報広聴課窓口までお申し込みください。
　※応募多数の場合は抽選となります。掲載の有無についての連絡はいたしません。




